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スウェーデンの国柄

日本赤十字社 常任理事　渡退 芳樹

一
般
に
著
し
く
長
身
の
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
大
だ
が
そ
の
性
格
は
穏
和
で

シ
ャ
イ
。日
本
人
に
馴
染
み
や
す
い
。

質
実
剛
健
で
民
主
主
義
と
自
由
貿
易

を
信
奉
す
る
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。

日
本
は
昔
か
ら
政
治
も
宗
教
も
中

国
か
ら
学
び
つ
つ
独
立
を
堅
持
し
、

明
治
以
降
は
一
転
し
脱
亜
入
欧
を
基

本
に
欧
米
に
学
び
、
戦
後
は
圧
倒
的

な
米
国
の
影
響
の
下
に
発
展
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
略
奪
と
交
易
の

バ
イ
キ
ン
グ
時
代
を
経
て
1
6世
紀
ス

ヴ
ェ
ア
族
中
心
に
建
国
。
そ
の
後
デ

ン
マ
ー
ク
を
駆
逐
し
他
国
に
攻
め
込

む
荒
々
し
い
国
だ
っ
た
。
し
か
し
1
9

世
紀
初
め
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
対
ロ
シ

ア
戦
争
を
契
機
に
中
立
政
策
に
転

じ
、
先
の
大
戦
も
周
辺
諸
国
が
他
国

に
攻
略
さ
れ
た
な
か
で
国
内
を
戦
場

に
せ
ず
欧
州
の
戦
後
復
興
需
要
を
捉

え
て
発
展
し
た
。

輸
出
立
国
で
「
欧
州
の
日
本
」
と

言
わ
れ
た
。
9
0年
代
の
世
界
価
値
観

調
査
に
よ
れ
ば
世
俗
的
合
理
的
価
値

観
と
自
己
表
現
価
値
観
の
物
差
し
で

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
日
本
は
突
出
し
近

接
し
て
い
る
。
し
か
し
法
規
範
は
欧

州
中
央
の
ロ
ー
マ
法
が
及
ば
ず
平
等

と
共
有
の
古
代
ゲ
ル
マ
ン
法
が
残
る

珍
し
い
国
で
も
あ
る
。

日
本
で
は
「
欧
米
で
は
」
な
ど
と

他
国
に
範
を
求
め
る
の
が
定
番
だ

が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
違
う
。
唯
我

独
尊
の
気
風
が
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
で
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
も
小
学
校

休
校
も
せ

ず
世
界
の
注
目
を
浴
び

た
。
他
国
の
動
向
に
左
右
さ
れ
ず
、

独
立
行
政
庁
の
判
断
と
説
明
に
委
ね

て
社
会
的
持
続
性
戦
略
を
徹
底
し

た
。
一
時
は
介
護
施
設
中
心
に
死
亡

者
が
多
く
出
た
が
今
で
は
超
過
死
亡

率
も
欧
州
最
少
を
誇
っ
て
い
る
。
世

界
の
科
学
等
を
俯
瞰
し
て
授
与
す
る

ノ
ー
ベ
ル
賞
も
国
の
誇
り
で
あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
1
9
9
5

年
に

Ｅ
Ｕ
に
加
盟
。
社
民
党
カ
ー
ル
ソ
ン

元
首
相
に
当
時
の
心
境
を
聞
い
た
。

Ｅ
Ｕ
加
盟
で
自
国
の
高
度
な
福
祉
社

会
が
損
な
わ
れ
る
心
配
か
ら
迷

い
は

な
か
っ
た
か
と
聞
く
と
、
「
否
。
全

く
迷
い
は
な
く
欧
州
関
与
を
決
断
し

た
」
と
語
っ
た
。

ま
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

を
機
に
2
0
2
4

年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
も
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
。
中
立
政
策

か
ら
軍
事
同
盟
へ
の
主
体
的
決
断

だ
っ
た
。
ヘ
グ
ペ
リ
駐
日
大
使
（
当

時
）
は
二
重
基
準
の
国
と

い
う
国
際

的
批
判
か
ら
卒
業
で
き
る
と
安
堵
の

表
情
を
見
せ
た
が
、
今
や
米
国
の
同

盟
軽
視
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
自
体
に
黄
色
信

号
。
難
し
い
時
代
だ
。

国
内
で
は
移
民
系
マ
フ
ィ
ア
の
武

力
抗
争
激
化
で
移
民
政
策
を
転
換
し

経
済
や
社
会
の
移
民
依
存
も
曲
が
り

角
。
給
付
金
改
革
で
就
労
シ
フ
ト
を

徹
底
し
手
取
り
増
の
た
め
就
労
税
額

控
除
を
拡
充
。
食
品
付
加
価
値
税
率

も
半
減
。
高
負
担
高
福
祉
の
国
と
し

て
5
0％
近
く
あ
っ
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
租
税

負
担
率
（
訃
斗
ど
可
Ｏ
こ
も
大
幅
低
下

し
今
年
は
4
0・
７
％
。
頼
り
甲
斐
の

あ

る
福

祉

を

守

れ

る

の

か
、

ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
ら
し
い
選
択
を
見
た
い

も
の
だ
。
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